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Rainbow

見
え
づ
ら
か
っ
た
。

聞
こ
え
づ
ら
か
っ
た
。

体
が
重
た
か
っ
た
。

「
支
援
す
る
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。

さ
ぁ
、
考
え
よ
う
。

〔写真〕
　福祉体験学習-南串中学校-

学校等で
福祉体験学習に

参加させて頂いています。
ひとりひとり異なる

支援が必要となる中で、
その人に合った

「自分にできること」を
考える機会に
なればいいな、
そう思います。
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後
見
人

保
佐
人

補
助
人

任
意
後
見
人

専
門
員

生
活
支
援
員

〇家庭裁判所が定めた範
　囲で、本人にかわって
　契約を行います。
〇法律で定められた重要
　な行為を本人が行った
　場合に取り消すことが
　できます。

〇家庭裁判所が定めた範
　囲で、本人にかわって
　契約を行います。
〇本人が行った行為を取
　り消すことができます。

〇専門員が困っているこ
　との相談に応じ、お手
　伝いの計画を立てます。
〇生活支援員が訪問して、
　生活費を届けたリ、必
　要な支払いのお手伝い
　をします。

〇前もって本人が決めた
　財産管理や生活につい
　ての支援に関する法律
　行為を行います。
〇任意後見監督人が内容
　をチェックします。

〇本人にかわって全ての
　財産の管理や契約等を
　行います。
〇日用品の購入等の行為
　以外は全て取り消すこ
　とができます。

法
定
後
見
制
度

家
庭
裁
判
所…

審
判
及
び
後
見
人
等
の
選
任

公
証
役
場

社
会
福
祉
協
議
会

日
常
生
活

自
立
支
援
事
業

任
意
後
見
制
度

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
お
手
伝
い
し
ま
す

制度 お手伝いの内容

障がいのある子どもの将来が心配…
大事な通帳預かってほしい。

支援者

法
定
後
見
制
度

〔
保
佐
類
型
〕

法
定
後
見
制
度

〔
補
助
類
型
〕

任
意
後
見
制
度

日
常
生
活

自
立
支
援
事
業

法
定
後
見
制
度

〔
後
見
類
型
〕

社協が受任本人や家族等が申 立て

社協が受任本人や家族等が申 立て

社協が受任

契約

契約

本人や家族等が申 立て
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本人の状態

判断能力が
常に欠けている

判断能力が
著しく不十分

い
い
え

判断能力が
不十分

い
い
え

判断能力が
十分でない

い
い
え

判断能力が
十分にある

い
い
え

物忘れがひどくなり、身の
回りのことが全くできな
い。

物忘れが多くなり、重要
な契約が自分でできない。

ある程度のことは自分でで
きるが、誰かの手助けがあ
ると安心。

公共料金等の支払い忘れ等
があり、日常生活に不安が
ある。

これからのことが不安。
将来支援してくれる人を今
のうちに決めたい。

成年後見制度
　認知症や知的障がい、精神障がいな
どにより、判断能力が不十分な方を対
象として、本人の財産や権利を守る制
度です。
　成年後見人が、本人の意思を尊重し、
その人にふさわしい生活を送れるよう
にお手伝いします。
■法定後見制度
　本人や家族等が家庭裁判所に申立て
を行い、後見人等が選任されます。判
断能力によって、「後見」、「保佐」、「補
助」3つの類型に分けられます。
※申立ては、本人や家族等の他に、弁
　護士や司法書士に手続きを代理依頼
　することができます。
■任意後見制度
　将来、判断能力が低下したときに備
えて、財産の管理や施設への入所など
の身上に関する事項を本人にかわって
行う人（任意後見人）を予め選び、公
証役場でその内容と方法を契約する制
度です。

日常生活自立支援事業

　認知症や知的障がい、精神障がいな
どにより、判断能力が十分でない方が
地域において自立した生活が送れるよ
うに、本人との契約に基づき、次の内
容の援助を行います。
■援助内容
①福祉サービスの利用援助（基本事業）
　福祉サービスの利用に関する情報提
供や利用手続のお手伝い。
②日常的金銭管理
　公共料金の支払い手続き、預貯金の
出し入れ。
③書類等の預かりサービス
　定期預金通帳や年金証書など、なく
しては困る大切な書類の預かり。（金
融機関貸金庫利用）

どうすれば福祉サービスを利用できるの？
認知症の親が訪問販売の被害に？

本人や家族等が申 立て

本人や家族等が申 立て

本人や家族等が申 立て

本人が申込み

本人が依頼
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募
金 

↓ 

助
成
金 

↓ 

地
域
福
祉
活
動 

↓ 「
あ
り
が
と
う
」

のまちを良くするしくみ   「赤い羽根共同募金」
あの人を、すべての人を、支えたい。

のまちを良くするしくみ   「赤い羽根共同募金」
あの人を、すべての人を、支えたい。

令和元年度、皆様にご協力頂きました

赤い羽根共同募金は 7,958,686 円でした。

ありがとうございました。

募金のうち 5,967,000 円が

雲仙市社会福祉協議会へ助成され、

令和２年度の各種地域福祉活動に

活用されます。

〇 新入学児童黄色い帽子配付事業
〇 福祉教育等支援事業
〇 子育て等支援事業

〇 新入学児童黄色い帽子配付事業
〇 福祉教育等支援事業
〇 子育て等支援事業

子どもたちを対象としたもの。

高齢者を対象としたもの。

〇 ふれあい・いきいきサロン事業

○ 高齢者生きがいづくり事業
　（スポーツ）

○ 高齢者生きがいづくり事業
　（文化）

〇 ふれあい・いきいきサロン事業
○ 高齢者生きがいづくり事業
　（スポーツ）
○ 高齢者生きがいづくり事業
　（文化）

〇 母子等研修等支援事業

障がいのある方を対象としたもの。

〇 障がい者研修等支援事業

ひとり親世帯を対象としたもの。

ボランティア活動や地域の福祉の
育成を対象としたもの。

〇 雲仙市社会福祉大会の開催
〇 広報啓発事業
〇 福祉用具等貸出事業
〇 地域交流事業
〇 福祉推進委員会
〇 地域福祉推進委員会

〇 母子等研修等支援事業

〇 障がい者研修等支援事業

〇 雲仙市社会福祉大会の開催
〇 広報啓発事業
〇 福祉用具等貸出事業
〇 地域交流事業
〇 福祉推進員の設置
〇 地域福祉推進委員会

生活支援体制整備事業
生活支援体制整備事業

高齢者等の買い物等に関する不安
そんな地域の課題を支援します

買物支援
地域資源
紹介

買
物
支
援
の
必
要
性
。

　

ピ
ザ
の
配
達
を
し
な
が

ら
高
齢
者
等
の
買
物
支
援

の
必
要
性
を
感
じ
、
株
式

会
社
「
お
つ
か
い
」
を
立

ち
上
げ
、
家
族
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
小
浜
町

を
中
心
に
高
齢
者
の
買
物

支
援
や
見
守
り
等
を
、
10

月
か
ら
夫
婦
で
始
め
る
小

浜
町
在
住
、喫
茶
「
ハ
リ
ー
」

２
代
目
店
主
北
尾
元
希
さ

ん
。
小
浜
町
内
の
協
力
店

と
提
携
し
、
日
常
生
活
に

お
け
る
買
物
の
代
行
を
行

う
。
単
な
る
買
物
支
援
だ

け
で
は
な
く
、
会
員
と
な
っ

て
い
た
だ
い
た
高
齢
者
の

買
物
代
行
を
行
い
な
が
ら
、

見
守
り
を
行
い
、
相
談
等

を
聞
く
。

　

契
約
は
決
し
て
高
齢
者

の
み
と
行
わ
ず
、
お
子
さ

ん
等
の
ご
家
族
の
同
意
を

得
た
う
え
で
契
約
を
行
い
、

支
援
を
行
っ
た
後
に
は
本

人
の
状
況
や
支
援
の
内
容

等
の
報
告
を
す
る
。

家
族
以
上
の
存
在
に
。

　

「
実
家
に
ひ
と
り
で
生
活

さ
れ
る
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
を
心
配
し
な
が
ら
都
会

で
生
活
さ
れ
て
い
る
お
子

さ
ん
も
い
る
と
思
う
ん
で

す
。
そ
ん
な
親
子
を
つ
な

ぐ
存
在
に
な
れ
た
ら
嬉
し

い
。」
と
言
わ
れ
る
北
尾
さ

ん
。
こ
れ
ま
で
の
自
分
の

経
験
を
い
か
し
、
何
で
も

相
談
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
、
会
員
の
皆
さ
ん
の

家
族
以
上
の
存
在
を
目
指

し
て
い
る
。

〔
お
問
合
せ
先
〕

株
式
会
社
お
つ
か
い

０
９
５
７-

７
４-

２
３
８
４喫茶「ハリー」

北尾 元希 さん
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教育支援資金

お
子
さ
ん
の
、

高
等
学
校
・
専
門
学
校
・
大
学
等
へ
の

進
学
に
か
か
る
経
費
を

お
貸
し
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

教
育
支
援
資
金
で
す
。

「
教
育
支
援
費
」
と
「
就
学
支
度
費
」

　

お
子
さ
ん
の
進
学
の
際
に
は
、
ま

と
ま
っ
た
資
金
が
必
要
と
な
り
、
卒

業
ま
で
の
間
に
必
要
な
資
金
計
画
を

立
て
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
く
の
が

教
育
支
援
資
金
で
す
。
教
育
支
援
資

金
に
は
、
就
学
す
る
の
に
必
要
な
経

費
を
貸
し
付
け
る
「
教
育
支
援
費
」

と
、
入
学
の
際
に
必
要
な
経
費
を
貸

し
付
け
る
「
就
学
支
度
費
」
が
あ
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
両
資
金
を
合
わ

せ
て
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

他
制
度
優
先
の
原
則

　

教
育
支
援
資
金
は
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
こ
と
で
、
無
利
子
で
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
日
本

学
生
支
援
機
構
奨
学
金
、
長
崎
県
育

英
会
奨
学
金
、
母
子
父
子
寡
婦
福
祉

資
金
等
の
資
金
を
申
請
で
き
る
方
は

先
に
そ
ち
ら
の
申
請
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
他
制
度
優
先
の
原
則
が
あ

り
ま
す
の
で
、
相
談
い
た
だ
い
た
際

に
他
の
資
金
が
申
請
で
き
な
い
か
お

話
し
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

就学先（学校種別） 貸付上限月額 償還期間 据置期間

高校・高専（高等課程）
専修学校（高等課程）

教育支援費

35,000 円

10 年以内

※1

6 ヶ月以内

（当該学校を卒業

または退学した

翌月から起算）

高校・高専（専門課程）
専修学校（専門課程）

大学

60,000 円

65,000 円

全て 500,000 円就学支度費

※1　同一就学者に対する重複貸付は、借入総額が 2,700,000 円を超える場合、後に貸付ける貸付金のみ
　　 償還期間を 15 年以内とします。

連
帯
保
証
人

　

原
則
１
名
。
ま
た
、
原
則
と
し
て

長
崎
県
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
下
の

方（
同
一
世
帯
の
者
は
除
く
）。
但
し
、

連
帯
保
証
人
な
し
で
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

貸
付
対
象
世
帯

　

低
所
得
世
帯

借
入
申
込
者
等

　

借
入
申
込
者
を
就
学
す
る
者
、
就

学
す
る
者
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
中

心
者
を
連
帯
借
受
人

申
請
に
必
要
な
書
類

①
生
活
福
祉
資
金
借
入
申
込
書

②
世
帯
全
員
の
記
載
さ
れ
た
住
民
票

③
世
帯
で
収
入
の
あ
る
方
全
員
の
所

　

得
証
明
書
等

④
合
格
通
知
又
は
入
学
許
可
書
又
は

　

在
学
証
明
書

⑤
奨
学
金
非
該
当
証
明
書

⑥
専
修
学
校
の
場
合
、
学
校
法
人
認

　

可
と
就
学
期
間
が
わ
か
る
も
の

⑦
連
帯
保
証
人
の
所
得
証
明
書
等

⑧
就
学
支
度
費
の
内
訳
の
わ
か
る
物

⑨
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出
を
求

　

め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
お
尋
ね
・
申
請
先
〕

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
企
画
課

０
９
５
７-

３
７-

２
８
５
５
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災害ボランティアセンター支援
～大村市災害ボランティアセンター～ 令和２年

７月
豪雨災害

県内初

　令和 2 年 7 月 6 日の大雨により被災した大村市において、大村市社会福祉協議
会が被災者の生活復興のために、7 月 10 日から 7 月 22 日まで災害ボランティア
センターを立ち上げました。新型コロナウイルス感染症拡大予防の観点からボラ
ンティアを大村市内に制限しましたが、延べ約 360 名のボランティアが参加して
くださいました。
　雲仙市社会福祉協議会としては、7 日間延べ 13 名の職員を派遣し、災害ボラン
ティアセンターの運営支援を行いました。なお、平成 29 年度に、大村市社会福祉
協議会、諫早市社会福祉協議会、雲仙市社会福祉協議会 3市の社会福祉協議会で「県
央地域社会福祉協議会災害時相互応援協定」を締結しています。

雲仙市ボランティアセンター

災害ボランティアの登録を始めます！

　今回の「令和 2 年 7 月豪雨災害」を受け、雲
仙市において、被災世帯の復興支援を目指し、
災害ボランティアセンターを設置した際にニー
ズに対応するボランティアを確保するために、
災害ボランティアの登録を始めます。
　登録は、本会ホームページよりボランティア
センター登録申込書（個人・団体）をダウンロー
ドして必要事項をご記入の上、本会本部若しく
は各支所へ提出ください。お電話でも受付けま
すので、お気軽にお問合せください。
　なお、メールアドレスをあわせて登録頂くと
必要な情報をいち早くご連絡できます。
〔お尋ね・登録先〕
　本会事業企画課（0957-37-2855）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
講
座

難
し
く
な
い

お
う
ち
で
介
護
教
室

「
ボ
ラ
介
護
」

受
講
者
募
集
中

　
お
う
ち
で
の
介
護
、
難
し
い
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　
少
子
高
齢
化
の
世
の
中
、
介
護
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
介
護
保

険
の
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
ま

ず
、
ご
家
族
に
よ
る
簡
単
な
介
護
の
知
識

と
技
術
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
、
難
し
く
な

い
、
お
う
ち
で
介
護
教
室
「
ボ
ラ
介
護
」

を
開
催
し
ま
す
。

〔「
ボ
ラ
介
護
」
の
内
容
〕

①
介
護
方
法
に
つ
い
て
の
講
話

②
か
ん
た
ん
な
介
護
技
術
の
講
習

③
介
護
に
関
す
る
相
談
等

〔
対
象
者
〕

　
高
齢
者
を
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方

　
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

　

止
の
観
点
か
ら
、Z
o

o
m

を
活
用
し
た

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

　

に
よ
っ
て
は
、
延
期
や
中
止
と
な
る
場

　

合
も
あ
り
ま
す
。

参加費
無料

島原地域広域市町村圏組合委託事業

①国見教室　　令和 2 年 9 月 3 日（木）
　　　　　　　国見町総合福祉センター
②瑞穂教室　　令和 2 年 9 月 10 日（木）
　　　　　　　瑞穂ヘルシー会館
③吾妻教室　　令和 2 年 9 月 18 日（金）
　　　　　　　吾妻就業改善センター
④愛野教室　　実施日未定
　　　　　　　ガイアの里
⑤千々石教室　令和 2 年 9 月 24 日（木）
　　　　　　　千々石老人福祉センター橘荘
⑥小浜教室　　実施日未定
　　　　　　　雲仙古湯自治会集会場
⑦南串山教室　令和 2 年 9 月 30 日（水）
　　　　　　　南串山保健福祉センター

〔主催者・お尋ね・申込み先〕

①・②・③・⑤・⑦は、10時～正午
雲仙市社会福祉協議会本部
　電話　0957-37-2855
　Mail　volunteer@unzenshakyo.net

④は、ガイアの里
　電話　0957-36-3550

⑥は、
　ケアプランセンターやまぼうし
　電話　0957-73-6018

④愛野教室と⑥小浜教室については、
日程が決まりましたら追って周知を
行います。
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雲仙市社会福祉協議会 この広報誌は、皆様からの寄附金・共同募金の助成金により作成しています。

〔編集発行〕

社会福祉法人

雲仙市社会福祉協議会
〒854-0405
　長崎県雲仙市千々石町戊 762 番地
　　TEL 0957-37-2855  FAX 0957-37-2564
　　http://unzenshakyo.net/

国見支所　　TEL 0957-78-0596
瑞穂支所　　TEL 0957-77-3670　　
吾妻支所　　TEL 0957-38-3511
愛野支所　　TEL 0957-36-0071
千々石支所　TEL 0957-37-2755
小浜支所　　TEL 0957-75-0621
南串山支所　TEL 0957-88-2143

皆さんのお悩みごとを
弁護士の先生がお聞きします弁護士相談

相続・離婚・金銭トラブル等生活上の法律問題について、
弁護士が無料で相談に応じます。
ご予約が必要ですので、事前に
雲仙市社協事業企画課（37-2855）までご連絡ください。

開　催　日 開催場所 担当弁護士
１０月　７日（水） 愛野保健福祉センター 曽場尾雅宏　先生
１２月１７日（木） 小浜老人福祉センター 樋口由紀子　先生
 １月１３日（水） 吾妻就業改善センター 曽場尾雅宏　先生

愛野小学校

雲仙市商工会 Aｺｰﾌﾟ 千々石方面→

←諫早方面

←吾妻方面

愛野保健福祉センター

○
愛の夢未来センター

○
○

○

■

13:30 ～ 17:00
（1 枠 30 分）

←諫早方面 南串山方面→
小浜総合支所

バスターミナル○
○

○

小浜消防署
■

小浜老人福祉センター

雲
仙
市
役
所

ふ
る
さ
と
会
館

JA

吾妻体育館安藤病院

吾 妻 駅

←諫早方面 島原方面→

吾妻就業改善センター

○○

○
○○ ■

新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で、
生活資金にお悩みの皆さまへ
新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で、
生活資金にお悩みの皆さまへ
（1）緊急小口資金（新型コロナ）
〔貸付対象〕
　新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収入の減少があり、
　緊急かつ一時的な生計維持のための貸付を必要とする世帯
〔貸付限度額〕　　10 万円　ただし、特例による場合 20 万円以内上限
〔貸付利子〕　　　無利子　〔据置期間〕　　　1年以内　〔償還期間〕　　　2年以内
〔連帯保証人〕　　不要
（2）総合支援資金（新型コロナ）
〔貸付対象〕
　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少や失業等により生活に困窮し、日常生活の維持が
　困難となり、生活の立て直しのための継続的な相談支援と生活費が必要な世帯。
〔貸付限度額〕　2人以上の世帯…20 万円以内 /月、単身世帯…15 万円以内 /月
〔貸付期間〕　　　原則として 3箇月
〔貸付利子〕　　　無利子　〔据置期間〕　　　1年以内　〔償還期間〕　　　10 年以内
〔連帯保証人〕　　不要

　（1）緊急小口資金（新型コロナ）及び（2）総合支援資金（新型コロナ）、申込みに必要な書類
　①借入申込書　　　　　　②本人確認ができるもの（運転免許証または健康保険証等の写し）
　③世帯全員の住民票謄本　④収入減少状況に関する申立書
　⑤借用書　　　　　　　　⑥通帳の写し
　⑦既に緊急小口資金（新型コロナ）を借り入れ、
    併せて総合支援資金（新型コロナ）を申請する場合
　　・緊急小口資金（新型コロナ）決定通知書
　　・②及び③は不要

[ 注意事項 ]
　上記両資金は、あくまでも貸付であり、償還（返済）の必要がありますので、
  計画的な申請をお願いし　ます。なお、償還期間を過ぎて償還残額がある場合、
  延滞利子（年 3％）が加算されます。
　借入を希望される方は、雲仙市社会福祉協議会事業企画課（37-2855）まで !

申込みは
令和２年
９月末まで
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２
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７
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。
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